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遊 星 界　（ア月）

　水星　月の中旬までは糊望不能一一…＿．．8日に外合となるからこれ以後太陽

の東側へ出で，下旬には獅子座で，夕の暗室に一寸お目に力状れる筈・光度

は一〇．1等．

　金星　この月中，日出に先立つこと約3時聞早く東天に昇って，L曉の明

星「として，一3．7等前後の光芒を放つ．牡牛座をグングン東進中で，中頃に

赤いアルデバラン星の北約2。の邊を通過して愛嬌を振りまくのは，見上げ

た庭美しV・眺めであらう．月末にはオリオンの北に進んで，各々その優勢を

競ふのは早嶢の室の一五槻であらう．

　火星　漸く遠去かつて行く火星は，天秤座を蜴座のアンタ】レス星の北側

へ陶って順行中で，月初めは宵の頃に，月末は日暮れに南中するから，殆ん

ど孚夜を火星に見ゆることが出面る・赤V・L火星の敵「アンタ1レス星と相並

んで，南天に輝く赤と赤との身重は，今年の夏室の呼物11光度は月初一12

等，月末一〇．6等，今が観望の絶好期・

　恒星　深夜に仰ぐ遊星として，射手座が東に昇った頃，漸く東天に現はれ

る．毎夜火星に・次いで遊星界の花形を務め，光変は一2．3等で，遙か天頂に七

夕の星々とその光輝を孚ぴ，逆行しつS星座の中間に進んでみる．

　±星　木星が南中する頃東天に現はれるお待ち兼ねの星，愛嬌の星．寧ろ

早嶢の星として，日出前の東天を賑はす．鯨座の西隅に1β等のドンヨリした

光を放ってるる．

　天王星　やはり早蒔の星として羊座を悠然漫歩中．6．2等級．

　海王星7．8等級の星で見難いが，獅子座の東端を歩んでみる．

　冥王星　蟹座に殆んど停滞の態，太陽系の外縁を護る引入・

　星座美しい銀河が南東北の天にかゆ，夏の象徴星座しヘルクレス馬L蛇

遣ひ「，L蜴コ，　L射手「，　L琴■の代表座が，綺羅と輝き，牽牛，織女の七夕の

爾星は全天の星座中のヒロ1と，ヒロインを代表して今宵も麗し11．

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　一（時の星）


